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公民館まつりに御来場、御協力頂き、誠にありがとう
ございました。

古道・大山道を歩く②
古道・大山道の史跡などをめぐります。
日 時：12月1日(金) 午前9時から正午
場 所：東公民館～いより峠～大山阿夫利神社社務局
集合場所：蓑毛バス停
定 員：15人 参加費：320円

冬のわんぱくスクール

ロープと木を使って、里山アスレチックコースを手
作りして楽しみます。

（東地区子ども会育成連絡協議会と共催）
日 時：12月2日(土) 午前9時から午後1時
場 所：東電雑木林
集合場所：東公民館 和室
定 員：東地区子ども会に加入している小学3年生以

上の児童20人 参加費：無料

Winter JAZZ コンサート
スタンダードナンバーを中心にジャズの生演奏を
楽しみます。
日 時：12月２日（土） 午後2時から午後4時
場 所：東公民館 多目的ホール
定 員：80人 参加費：500円

親子で遊ぼう「絵本とわらべうた」
親子で楽しめる、わらべ歌と絵本の読み聞
かせを行います。
日 時：12月4日(月)、１月15日（月）

午前10時半から午前11時半
場 所：東公民館 和室
定 員：未就園児親子5組 参加費：無料

展示発表

写真愛好家の方の個展です。是非ご鑑賞下さい。
展 示：12月2日(土) から１２月２２日（金）
ギャラリートーク：１２月２日（土）

午前11時から正午
場 所：東公民館 2階ロビー

四季の風景写真展

模擬店

≪12月・1月の展示・講座案内≫

「広報はだの」掲載日の８時半から受付けます

詳細はホームページに記載しています

11月12日の第42回東公民館まつりに、およそ3000人の御来場を戴きま
した。感謝申し上げます。一部を写真で紹介します。
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活動紹介

9月2日、9日、23日、30日、
10月7日 「学びなおしの物理」

詳しい活動内容はホームページに掲載しています
東公民館

ホームページ
（活動紹介）

10月4日
「東のお山のコンサート」

10月10日
「ジャズレコードを楽しもう」

親子で作るクリスマス料理

親子でクリスマス料理に挑戦します。
日 時：12月16日(土) 午前9時半から午後１時
場 所：東公民館 調理室・集会室A
定 員：小学生親子６組 参加費：一組1,000円

所蔵レコードの持ち込み大歓迎。あなたの
御薦めの1曲を皆で聴いてみませんか。
日 時：12月２0日（水）、１月24日（水）

午後１時半から３時
場 所：東公民館 多目的ホール
定 員：５０人 参加費：無料

レコードカフェ・メモリーズ

東地区伝統のお正月飾りを親子で作ります。
日 時：12月23日(土) 午前9時から正午
場 所：東公民館 多目的ホール
定 員：親子15組（一般参加も可）

材料費：700円

親子お正月お飾り教室

マーカーでイラストを描いてみよう
プロのイラストレーターから技を学びます。
日 時：12月23日(土) 午前9時半から正午
場 所：東公民館 集会室A
定 員：小学5年生から中学生10人参加費：200円
・先生の作品見本が公民館にあります。

見に来てネ！
・描きたいイラストのマンガや本を用意してネ！

酒匂川の自然観察会＆尊徳記念館
水鳥が集まる酒匂川で野鳥を観察しながら、身
近な自然に親しみます。その後尊徳記念館を巡
ります。
日 時：1月11日(木) 午前9時から午後3時
場 所：酒匂川飯泉取水堰周辺、

尊徳記念館
集合場所：蛍田駅西口トイレ前

のぼりホーム内
定 員：20人 参加費：420円

津軽三味線・民謡 初春コンサート
プロによる津軽三味線の演奏を生で聴いてみよう。
日 時：1月21日(日) 午後2時から午後3時半
場 所：東公民館 多目的ホール
定 員：60人 参加費：500円

9月10日
「フォークとポップスの集い」

10月22日
「親子天体観察会」

10月31日
「きもの着付け教室」

シニア向け 初心者スマホ講座

スマホ販売店の方をインストラクターに迎え、1
人1台で使い方を学びます。
日 時：1月29日(月) 午後1時から午後3時
場 所：東公民館 集会室A
定 員：10人 参加費：無料

歴史講話 道祖神の落穂拾い 道祖神祭り
全国各地の道祖神信仰を通じて多様な日本文化
を学びます。
日 時：12月9日(土) 午後1時半から3時半
場 所：東公民館 集会室A
定 員：20人 参加費：250円
同時開催 写真展「日本の道祖神」
12月1日（金）から12月15日（金） 全国の珍しい
道祖神のパネルを展示します。

東田原地区の里山の草花・虫・鳥などを観察し
ます。
日 時：12月7日(木) 午前9時から正午
場 所：東田原地区
定 員：15人 参加費：220円

落葉の里山 自然観察ウォーキング

童謡や歌謡曲などの懐かしい曲をみんなで楽しく
歌いましょう。
ギターの生演奏、ソプラノ独唱も鑑賞します。
日 時：12月6日（水）午後1時半から午後3時半
場 所：東公民館 多目的ホール
定 員：50人 参加費：150円

うたの泉
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絵手紙・愛彩会

東公民館サークル紹介

☆仲間募集中☆

活動日：月1回火曜日
午前９時半～11時半

場 所：東公民館 主に集会室B
会 費：500円/月
道 具：顔彩(絵の具)、毛筆、筆ペン、

葉書
講 師：森谷年子先生

東小学校 １５０周年おめでとうございます。

10月6日（金）午前10時か
ら11時 東公民館裏の田ん
ぼで小学校5年生を対象にし
た農業体験が行われていま
した。田植えから稲刈り、
さらに収穫祭、課外行事を
通して、自然の恵みに感謝
することが出来ました。

収穫したお米120kℊは給
食で美味しく頂きました。

稲刈りのコツを
教わりました。

日頃の出来事や季節の野菜、植物といった身近にあるもの等を題材に、顔彩(絵の具) を使って描きます。
さらに短い文章を添えて作品は完成します。出来上がった絵手紙を飾って楽しみます。館内に展示していま
すのでご覧下さい。

興味のある方は東公民館にお問合せください。

令和5年11月11日（土）東小学校体育館にて創立150周年の記念
式典が開催されました。

東小学校の創立は明治6年6
月で、その後、大正11年12
月20日に東地区の3校（開進
小学校、東雲小学校、田原小
学校）を統一して尋常高等東
秦野小学校が生まれました。
西暦で明治6年は1873年です
ので、実に創立150周年にな
ります。東地区には何世代に
も渡って東小出身という方が
多いと思います。

東小学校５年生の農業体験行事（あづまの里）

卒業生 合田雅吏さんのビデオレター ５年生の お祝いソーラン



東公⺠館
からのお知らせ
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東地区の地名紹介

〈1２・1月の休館日〉
保守点検のため、 12月11(月）・
1月8日(月）は休館日になります。
（原則 毎月第２月曜日が休館）
12月29日（金）から1月3日（水）
は年末年始の為、休館させて頂き
ます。

＜連絡所業務は
午前8時30分から午後5時まで＞

・住民票
・印鑑証明書
・各種納税証明
・戸籍謄抄本 など

東連絡所（公民館内）
で取得できます。待ち
時間が短いと好評です。
詳しくは事務室まで。

◆隔号で東地区の「自然
紹介」と「地名紹介」を
掲載しています第３回 蓑毛は「ミズノケ」

蓑毛（ミノゲ）ミは「水・川」、ノゲは「除ける」で、水によっ
て除けられた所。水による崩壊地がミノゲ。横浜の野毛（ノゲ）も
崩壊地形なので地名に共通点がある。

ミノゲは「ミノグエ」で、グエは地形用語で「崖・崩れる」。蓑
毛は水による崩れやすい地という説も。実際、蓑毛の集落は有史上、
数回山津波に遭っている。蓑毛の小字名「元宿」は、かっては集落
だったが山崩れでその地を離れたことをうかがわせる地名。

また、伊豆の「いのしし村」で蓑毛（ミノゲ）は「猪のたてが
み」との表示を読んだ記憶がある。宮城県の毛仙沼・本吉地方では
「繁殖期のコサギの背中に現れる飾り羽」のことを「蓑毛（ミノ
ゲ）」と言っている。

まほら秦野みちしるべの会 武勝美 （次号は「名古木」）
参考：「地名用語語源辞典」楠原祐介・溝手理太郎

「日本の地名」谷川健一、 「秦野地方の地名探訪」石塚利雄

☆１２月８日（金）は図書入替の為、１５
時まで図書室はご利用になれません。

ご返却は図書室入り口返却ＢＯＸにお願
いします。

☆１０月２７日（金）～１１月９日（木）
の読書週間の期間中、本を借りた方全員に
ノートをプレゼントしました。

☆東公民館まつりでは、図書室ご来室の方、
先着５０名様にブックカバー＆しおりの
セットを配布しご好評頂きました。

東公民館からお知らせ

図書室からお知らせ

実朝まつりの稚児行列で着用した鎧兜三領（甲冑の
場合は領を使います）は、東婦人会の方が手作りし
たものです。素材は複数枚のボール紙を接着剤で貼
り合わせ、その上に、寒冷紗（メッシュ状の布）を
張り付けて丈夫にしたものです。パーツにして、紐
（甲冑のパーツを繋ぐ紐）を通すためにポンチで穴
を開け、ペンキを塗布して乾燥させます。さらに、

10月21日（土）、NHK総合
「おはよう日本・土曜すてき
旅」で秦野の湧き水と蓑毛の緑
水庵が紹介されました。

令和5年11月23日（木）に第36回実朝まつり
が、 4年ぶりに開催されました。式典の会場は
実朝公御首塚、イベント会場は田原ふるさと公
園・金剛寺で盛大に行なわれました。

実朝まつり実行委員会により写真展が開催さ
れますので、是非ご覧下さい。
写真展名：「第36回実朝まつり写真展」
期間：令和6年1月14日（日）から1月28日

（日）午後4時まで
場所： 東公民館2階ロビー

よろいかぶとさんりょう

実朝まつりの稚児行列で着用した鎧兜

おど

平紐（平たい組紐）使って威します。(威すとは甲冑
に平紐を通して組立てること）この甲冑は、古来か
らの呼び名で言えば、兜が16本の筋からなることか

ら十六間筋兜仏二枚胴具足と言います。
じゅうろっけんすじかぶとほとけにまいどうぐそく


